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政
府
債
務
抑
制
の
ポ
イ
ン
ト
経
済
的
発
想

須　

藤　

時　

仁

は
じ
め
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
蔓
延
し
た
影
響
（
以
下
、
コ

ロ
ナ
禍
）
に
よ
り
、
二
〇
二
〇
年
二
月
以
降
、
世
界
経
済

が
大
き
な
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
も
例

外
で
は
な
い
。「
経
済
活
動
の
停
止
」
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
状
態
を
下
支
え
す
る
た
め
に
、
政
府
は
新
年
度

入
り
早
々
の
四
月
二
〇
日
に
総
額
二
五
・
七
兆
円
の
第
一

次
補
正
予
算
（
修
正
）
を
、
さ
ら
に
五
月
二
七
日
に
は
総

額
三
一
・
九
兆
円
の
第
二
次
補
正
予
算
を
組
ん
だ
。
こ
の

結
果
、
二
〇
年
度
の
新
規
国
債
発
行
額
は
当
初
予
算
の
三

二
兆
五
、
五
六
二
億
円
か
ら
九
〇
兆
一
、
五
八
九
億
円
に

膨
ら
ん
だ
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
停
滞
を
少
し
で
も
下
支
え
す
る

た
め
に
は
、
こ
の
国
債
発
行
額
の
増
額
は
仕
方
な
い
こ
と

で
は
あ
る
が
、
国
債
残
高
の
現
状
に
加
え
、
今
後
の
経
済

の
行
方
を
考
え
る
と
、
日
本
財
政
の
将
来
に
不
安
を
覚
え

る
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
一
九

九
〇
年
代
以
降
の
日
本
財
政
に
つ
い
て
簡
単
に
概
観
し
た

後
、
国
債
残
高
の
拡
大
を
少
し
で
も
抑
え
る
た
め
の
工
夫

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
述
べ
る
工
夫
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は
ま
だ
思
い
つ
き
程
度
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
財
政
論
議

の
余
談
と
思
っ
て
ご
笑
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

一
、
日
本
財
政
の
回
顧

　

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
バ
ブ
ル
経

済
崩
壊
後
の
国
債
発
行
と
国
債
残
高
の
推
移
を
簡
単
に
振

り
返
っ
て
お
こ
う
。
図
表
１
は
そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

⑴
　
発
行

　

バ
ブ
ル
ピ
ー
ク
の
九
一
年
度
に
は
国
債
の
新
規
発
行
額

（
新
規
財
源
債
）
は
約
六
・
七
兆
円
（
公
債
依
存
度
九
・

五
％
、
以
下
同
じ
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊

に
伴
う
大
型
経
済
対
策
を
九
二
年
八
月
以
降
毎
年
と
っ
た

こ
と
か
ら
国
債
の
新
規
発
行
額
が
膨
ら
み
、
銀
行
の
不
良

債
権
問
題
が
金
融
危
機
と
し
て
顕
現
し
た
九
八
年
度
に
は

図表１　バブル崩壊後の国債関連指標

年度
（末）

国債発行額
公債依
存度

国債残高

新規財
源債

（建設
国債）

（特例
国債） 借換債 名目

GDP比
一般会計
税収比

1991 26 7 7 － 19 9.5 172 35.2 2.9

95 47 21 17 4 25 28.0 225 43.6 4.3

2000 86 33 11 22 53 36.9 368 69.6 7.2

05 165 31 8 24 106 36.6 527 100.2 10.7

10 152 42 8 35 101 44.4 636 127.4 15.3

15 164 35 6 28 114 35.5 805 151.2 14.3

20 253 90 19 71 108 56.3 887 160.5 14.7

（注）　１�．公債依存度、名目 GDP 比、一般会計税収比の単位は％、それ以外はすべて兆円。
　　　２．国債発行額には新規財源債、借換債以外の内国債を含む。
　　　３．国債残高は普通国債ベース。
　　　４．2015年度までは実績、20年度は第２次補正後ベース
　　　５．20年度末における国債残高に関連する数値はすべて19年度補正後ベース

〔出所〕�　内閣府 HP に掲載の「国民経済計算年次推計」より作成。
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三
四
兆
円
に
も
上
り
、
公
債
依
存
度
も
四
〇
％
を
超
え

た
。

　

そ
の
後
三
〇
兆
円
台
が
続
い
て
い
た
が
、
〇
三
年
以
降

の
不
良
債
権
問
題
終
息
と
景
気
好
転
も
あ
り
、
〇
六
～
〇

七
年
度
に
は
二
〇
兆
円
台
に
戻
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
〇

八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
経
済
・
金
融

危
機
に
対
処
す
る
た
め
の
財
政
拡
大
に
よ
り
〇
九
年
度
の

新
規
発
行
額
は
一
気
に
五
二
兆
円
（
五
一
・
五
％
）
に
高

ま
り
、
以
後
一
二
年
度
ま
で
四
〇
兆
円
台
で
推
移
し
た
。

一
三
年
度
以
降
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
好
転
も
あ

り
、
新
規
発
行
額
は
三
〇
兆
円
台
に
低
下
し
、
一
八
年
度

の
決
算
ベ
ー
ス
で
は
三
四
兆
円
（
三
四
・
八
％
）
で
あ
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
改
め
て
新
規
発
行
額
の
推
移
を
回
顧
し

て
み
る
と
、
経
済
危
機
の
た
び
に
発
行
額
の
大
台
が
三
〇

兆
円
代
、
四
〇
兆
円
台
へ
と
代
わ
り
、
そ
の
水
準
が
し
ば

ら
く
続
く
こ
と
が
わ
か
る
。
今
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
第
二
次

補
正
の
段
階
で
二
〇
年
度
の
新
規
発
行
額
が
約
九
〇
兆
円

（
五
六
・
三
％
）
に
ま
で
膨
ら
ん
で
い
る
。
二
一
年
度
以

降
は
、
一
人
一
〇
万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
の
よ
う
な
緊

急
経
済
対
策
に
伴
う
一
時
的
な
歳
出
が
減
る
と
し
て
も
、

経
済
機
能
が
正
常
化
す
る
ま
で
五
〇
～
六
〇
兆
円
台
の
発

行
が
続
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
よ
う
。

　

ま
た
、
特
に
説
明
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
新
規
発
行
を

建
設
国
債
と
特
例
国
債
（
以
下
、
赤
字
国
債
）
と
に
分
け

て
み
る
と
、
九
〇
年
代
ま
で
は
建
設
国
債
の
発
行
割
合
が

高
か
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
そ
の
割
合
が
逆

転
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
日
本
社
会

の
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
が
持
続
的
に
増
加
し

て
い
る
こ
と
を
主
因
と
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も

経
済
対
策
の
中
心
が
公
共
事
業
か
ら
国
民
へ
の
現
金
（
同

等
物
）
給
付
と
い
っ
た
、
投
資
よ
り
消
費
を
重
視
す
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

比
率
の
逆
転
は
、
将
来
の
債
務
残
高
を
考
え
る
上
で
重
要
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な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
新
規
財
源
債
以
外
の
国
債
発
行
に
つ
い
て
簡
単
に

触
れ
て
お
こ
う
。
国
は
新
規
財
源
債
の
他
に
も
借
換
債
、

財
投
債
な
ど
資
金
調
達
目
的
に
応
じ
た
国
債
を
発
行
し
、

そ
の
合
計
額
は
新
規
財
源
債
の
発
行
額
を
上
回
っ
て
い

る
。
そ
の
中
心
は
な
ん
と
い
っ
て
も
借
換
債
で
あ
る
。

　

借
換
債
の
発
行
額
は
、
当
然
な
が
ら
国
債
の
発
行
残
高

を
反
映
す
る
た
め
、
経
済
環
境
に
あ
ま
り
影
響
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
八
〇
年
代
か
ら
持
続
的
に
増
加
し
、
八
六
年
度

以
降
は
新
規
財
源
債
発
行
額
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
九
七
～
九
八
年
の
金
融
危
機
ま
で
は
新
規
財
源
債
と

歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
推
移
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
そ

の
発
行
額
が
加
速
し
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
五
〇
兆
円
を
超

え
、
〇
五
年
度
に
は
一
〇
〇
兆
円
を
突
破
し
た
。
そ
の

後
、
発
行
額
の
増
加
は
抑
制
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
〇
〇

兆
円
以
上
の
発
行
（
〇
七
～
〇
九
年
度
を
除
く
）
が
続
い

て
い
る
。

⑵
　
残
高

　

つ
ぎ
に
、
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の
普
通
国
債
発
行
残

高
を
見
て
い
こ
う
。
新
規
財
源
債
の
発
行
増
加
を
受
け
て

発
行
残
高
も
急
激
に
増
加
し
た
。
九
一
年
度
末
の
発
行
残

高
は
一
七
二
兆
円
だ
っ
た
が
、
〇
五
年
度
末
に
は
五
二
七

兆
円
と
五
〇
〇
兆
円
を
超
え
、
一
八
年
度
末
（
決
算
ベ
ー

ス
）
に
は
八
七
四
兆
円
に
達
し
て
い
る
。

　

驚
く
べ
き
は
、
残
高
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
と
対
税
収

（
印
紙
税
を
含
む
）
比
の
上
昇
ぶ
り
で
あ
る
。
対
名
目
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
は
、
九
一
年
度
末
は
三
五
・
二
％
だ
っ
た
も
の

が
、
〇
五
年
度
末
に
は
一
〇
〇
・
二
％
と
一
〇
〇
％
を
超

え
、
一
八
年
度
末
に
は
約
一
六
〇
％
に
達
し
て
い
る
。
同

じ
く
対
税
収
比
を
み
る
と
、
九
一
年
度
末
に
二
・
九
倍
、

〇
五
年
度
末
一
〇
・
七
倍
、
一
八
年
度
末
一
四
・
五
倍
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
の
税
収
の
約
一
五
年
分
が

回
収
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
逆

に
い
え
ば
、
民
間
部
門
（
家
計
、
民
間
企
業
）
に
は
こ
の
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約
一
五
年
分
の
資
産
が
政
府
に
移
転
さ
れ
ず
に
積
み
上
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
貫
し
て
拡
大
し
て
き
た
国
債
残
高
で
あ

る
が
、
そ
の
保
有
構
造
は
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、
特
に
二
〇

〇
〇
年
代
後
半
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
。

　

郵
便
貯
金
と
簡
易
生
命
保
険
の
分
類
が
市
中
金
融
機
関

（
銀
行
等
、
生
損
保
等
、
年
金
基
金
）
に
移
さ
れ
、

T
-Bills

を
含
む
国
債
の
保
有
構
造
の
統
一
的
な
比
較
が

で
き
る
〇
七
年
度
末
以
降
の
推
移
を
み
る
と
、
次
の
よ
う

な
変
化
が
特
徴
的
で
あ
る
。

①�

市
中
金
融
機
関
の
保
有
割
合
が
〇
七
年
度
末
の
六
一
・

八
％
か
ら
一
九
年
度
末
に
は
三
七
・
〇
％
へ
激
減
し

た
。
な
か
で
も
、
特
に
銀
行
等
の
減
少
が
大
き
い
（
三

六
・
六
％
→
一
四
・
六
％
）。

②�

日
本
銀
行
の
保
有
割
合
が
同
期
間
に
八
・
五
％
か
ら
四

四
・
二
％
へ
と
急
上
昇
し
た
。
特
に
、
一
三
年
に
量

的
・
質
的
金
融
緩
和
が
採
用
さ
れ
て
以
降
の
上
昇
が
大

き
い
（
一
二
年
度
末
一
三
・
一
％
→
一
九
年
度
末
四

四
・
二
％
）。

③�

海
外
の
保
有
割
合
が
同
期
間
に
七
・
四
％
か
ら
一
二
・

九
％
へ
と
上
昇
し
て
い
る
。

　

上
記
三
つ
の
特
徴
の
う
ち
、
①
と
②
は
日
銀
が
い
わ
ゆ

る
大
規
模
な
金
融
緩
和
政
策
を
持
続
し
た
結
果
、
銀
行
を

中
心
と
す
る
市
中
金
融
機
関
か
ら
日
銀
が
大
量
の
国
債
を

買
い
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
。
特
に
、
日
銀
は
、
一
三
年
四

月
四
日
に
買
入
れ
対
象
国
債
の
残
存
期
間
な
ら
び
に
発
行

年
月
に
つ
い
て
の
制
限
を
撤
廃
し
た
こ
と
に
加
え
、
日
銀

が
保
有
す
る
長
期
国
債
残
高
の
上
限
を
銀
行
券
の
発
行
残

高
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
銀
行
券
ル
ー
ル
」
の
適
用
を
（
一

時
的
に
）
停
止
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
国
債
を
市
中

か
ら
買
い
上
げ
て
き
た⑴

。
こ
れ
が
「
日
銀
に
よ
る
間
接
的

な
国
債
引
受
」、「
日
本
で
の
Ｍ
Ｍ
Ｔ
の
実
践
」
な
ど
と
揶

揄
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
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二
、
財
政
再
建
に
係
る
三
つ
の
懸
念

　

前
節
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
以

降
、
日
本
の
財
政
状
態
は
極
度
に
悪
化
し
続
け
た
。
将

来
、
財
政
は
再
建
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
債
務
（
国
債
）

残
高
の
膨
張
は
抑
制
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
永
久
に
債
務

残
高
を
膨
張
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
将
来
の
財
政
再
建
に
対
し
て
三
つ
の
懸
念

材
料
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
経
済
の
低
成
長
均

衡
、
高
齢
化
の
進
展
、
一
二
年
前
後
の
間
隔
で
生
じ
る
金

融
・
経
済
危
機
で
あ
る
。

⑴
　
経
済
の
低
成
長
均
衡

　

図
表
２
は
、
五
六
年
以
降
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
（
実

質
経
済
成
長
率
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
、
七
〇
年
代
初
頭
と
九
〇
年
代
初
頭
に
と
も
に
成
長
率

図表２　実質GDP成長率の長期推移

（注）　１�．破線は1956～70年、71～91年、92年以降の平均成長率であり、各単年の成長率を平
均して計算した。

　　　２�．80年以前は68SNA ベースで90年物価基準、81年以降は08SNA ベースで11年物価基
準。

〔出所〕�　内閣府 HP に掲載の「国民経済計算年次推計」より作成。
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が
大
き
く
下
方
に
屈
折
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

を
基
準
に
考
え
る
と
、
日
本
経
済
は
、
五
五
～
七
〇
年
の

高
度
成
長
期
（
実
質
平
均
成
長
率
九
・
七
％
、
以
下
同

じ
）、
七
一
～
九
一
年
の
安
定
成
長
期
（
四
・
四
％
）、
九

二
年
以
降
の
低
成
長
期
（
〇
・
九
％
）
に
区
分
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
て
三
〇

年
、
経
済
成
長
率
の
上
下
変
動
は
あ
っ
た
が
、
平
均
し
て

み
る
と
一
％
に
も
満
た
な
い
成
長
率
を
続
け
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

三
〇
年
間
も
こ
の
よ
う
な
低
成
長
が
続
い
て
い
た
ら
ど

う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
家
計
や
民
間
企
業
は
、
意
識
し
て

い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
低
成
長
が
将
来
も
続

く
と
想
定
し
て
行
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
家
計
は

日
々
の
生
活
、
さ
ら
に
は
老
後
の
生
活
を
不
安
に
感
じ
て

消
費
よ
り
貯
蓄
を
重
視
し
よ
う
。
民
間
企
業
も
将
来
の
需

要
低
迷
と
さ
ら
に
は
経
営
不
振
を
想
定
し
て
、
中
小
企
業

は
内
部
留
保
、
大
企
業
は
海
外
投
資
を
重
視
す
る
で
あ
ろ

う
（
須
藤
（
二
〇
一
七
））。
ま
し
て
や
、
九
〇
年
代
前
半

ま
で
家
計
や
企
業
を
守
っ
て
き
た
雇
用
制
度
、
メ
イ
ン
バ

ン
ク
制
度
が
弱
ま
っ
て
き
て
い
る
だ
け
に
、
家
計
や
企
業

が
保
守
的
な
経
済
行
動
を
と
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　

家
計
と
企
業
が
低
成
長
前
提
に
し
て
将
来
を
考
え
る
の

で
あ
れ
ば
、
内
需
の
低
迷
と
い
う
悪
循
環
に
つ
な
が
り
、

そ
の
よ
う
な
環
境
は
財
政
再
建
の
た
め
の
増
税
を
困
難
に

し
よ
う⑵

。

　

な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
・
六
倍
以
上
の

国
債
残
高
が
積
み
上
が
る
ほ
ど
政
府
支
出
を
増
や
し
て

も
、
平
均
で
一
％
に
満
た
な
い
低
成
長
し
か
実
現
し
な

か
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
政
府
支
出
の
乗

数
効
果
が
い
か
に
低
い
か
を
表
し
て
い
る
。

⑵
　
高
齢
化
の
進
展

　

日
本
社
会
の
（
少
子
）
高
齢
化
は
周
知
の
事
実
で
あ

る
。
六
五
歳
以
上
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
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高
齢
化
率
の
長
期
的
推
移
を
み
る
と
、
五
〇
年
以
降
ほ
ぼ

一
貫
し
て
上
昇
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
上
昇
率
が
八
〇
年

代
半
ば
か
ら
加
速
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
年
に
は

二
八
％
を
超
え
る
ま
で
に
達
し
た
。

　

一
方
、
一
般
歳
出
総
額
に
占
め
る
社
会
保
障
関
係
費
の

割
合
（
以
下
、
社
会
保
障
関
係
費
比
率
）
を
先
の
高
齢
化

率
と
重
ね
て
み
る
と
、
九
〇
年
以
降
、
両
者
は
ほ
ぼ
並
行

し
て
推
移
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
決
算
ベ
ー
ス
の
社
会

保
障
関
係
費
は
一
八
年
度
で
約
三
三
％
と
、
一
般
歳
出
額

の
三
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
た
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
「
日
本
の
将
来

推
計
人
口
（
平
成
二
九
年
推
定
）」
の
中
位
推
計
に
よ
る

と
、
高
齢
化
率
は
今
後
も
上
昇
し
、
二
〇
年
に
は
三

〇
％
、
四
〇
年
に
は
三
五
％
、
六
五
年
に
は
三
八
％
に
達

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
高
齢
化
の
進
展

は
、
構
造
的
に
今
後
の
社
会
保
障
関
係
費
を
押
し
上
げ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
他
の
項
目
の
歳
出
を
よ
ほ
ど
削

減
し
な
い
限
り
、
一
般
歳
出
額
は
将
来
的
に
拡
大
し
続
け

る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
拡
大
の

問
題
は
、
個
人
の
老
後
を
誰
が
守
る
の
か
と
い
う
問
題
に

帰
着
で
き
よ
う
。
原
則
は
も
ち
ろ
ん
本
人
で
あ
り
、
さ
ら

に
は
家
族
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
に
は
そ
れ
が
難
し

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
状
を
招
い
て
い
る
の
だ
。
な
ぜ

そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
を
産
業
構
造
の
変
遷

か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　

経
済
の
工
業
化
が
進
む
以
前
は
、
人
々
は
農
業
を
中
心

と
す
る
第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
武

士
（
公
務
員
）
や
日
用
品
を
製
造
す
る
者
、
商
業
を
営
む

者
も
い
た
が
、
総
じ
て
い
え
ば
、
生
活
に
必
要
な
食
料
そ

の
他
は
基
本
的
に
自
給
自
足
す
る
社
会
で
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
高
齢
者
を
家
族
が
養
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。

　

し
か
し
、
工
業
化
（
産
業
資
本
主
義
の
発
展
）
が
進
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み
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
運
輸
・
通

信
業
、
金
融
業
な
ど
の
関
連
産
業
も
発
展
し
て
く
る
と
、

人
々
は
い
わ
ゆ
る
「
会
社
」
に
勤
め
て
生
計
を
立
て
る
よ

う
に
な
っ
た
。
一
方
で
、
工
業
化
の
進
展
と
と
も
に
経
済

が
成
長
し
、
会
社
の
規
模
も
拡
大
し
て
く
る
と
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
従
業
員
の
福
祉
を
会
社
が
担
う
と
い
う
考
え

方
が
広
が
っ
て
い
き
、
国
も
そ
れ
を
後
押
し
す
る
よ
う
な

制
度
を
整
備
し
た
。
つ
ま
り
、
工
業
化
が
進
ん
だ
近
代
以

降
、
個
人
の
老
後
の
面
倒
を
見
る
中
心
は
家
族
か
ら
会
社

と
い
う
共
同
体
へ
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
問
題
な
く
機
能
す
る
た
め

に
は
、
①
経
済
の
成
長
と
そ
れ
に
伴
う
経
営
規
模
の
拡

大
、
②
人
口
増
加
が
前
提
と
な
る
。
こ
れ
ら
前
提
条
件
が

共
に
崩
壊
し
た
の
が
、
九
〇
年
代
以
降
で
あ
る
。
前
述
し

た
よ
う
に
、
実
質
成
長
率
は
平
均
し
て
一
％
未
満
に
ま
で

低
下
し
、
し
か
も
産
業
構
造
も
、
七
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ

て
い
る
経
済
の
サ
ー
ビ
ス
化
の
進
展
に
よ
り
、
規
模
の
小

さ
な
サ
ー
ビ
ス
業
の
ウ
エ
イ
ト
（
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ベ
ー
ス
）

は
九
〇
年
の
約
一
四
％
か
ら
、
近
年
で
は
二
〇
％
越
え
る

ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
形
で
、
会
社
が
従
業
員
の
老
後
ま
で
面
倒

を
見
る
余
裕
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
消
去
法
的
に
残
る

の
は
国
家
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、
老
後
は
自
助
努
力
で
支

え
る
こ
と
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
国
民
全
体
で
国
民
の

老
後
を
支
え
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
低
成
長

下
で
は
現
世
代
の
国
民
だ
け
で
は
支
え
ら
れ
な
い
た
め
、

将
来
世
代
も
巻
き
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
証
が
赤
字

国
債
の
発
行
に
よ
る
負
担
の
将
来
へ
の
先
延
ば
し
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
現
状
の
閉
塞
感
と
将
来
展
望
を
見
い
だ
せ
な

い
こ
と
が
、
財
政
再
建
に
対
す
る
国
民
の
協
力
を
さ
ら
に

阻
害
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ

（
一
九
一
八
）、
オ
ル
テ
ガ
（
一
九
三
〇
））。

　

ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
は
周
知
の
よ
う
に
マ
ク
ロ
ベ
ー
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ス
で
み
た
家
計
貯
蓄
率
の
低
下
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
す

な
わ
ち
新
規
発
行
国
債
を
引
き
受
け
る
原
資
が
乏
し
く

な
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
に
対

し
、「
民
間
法
人
企
業
の
貯
蓄
率
が
上
が
っ
て
い
る
（
九

〇
年
代
半
ば
以
降
、
概
し
て
民
間
法
人
企
業
は
「
資
金
余

剰
主
体
」
で
あ
る
）
の
だ
か
ら
、
そ
の
貯
蓄
を
使
え
ば
よ

い
」、
ま
た
は
「
国
債
の
新
規
発
行
に
足
り
な
い
資
金
は

日
本
銀
行
が
供
給
す
れ
ば
よ
い
（
つ
ま
り
は
、
間
接
的
な

日
銀
引
き
受
け
を
行
う
）」
と
い
っ
た
反
論
も
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
民
間
法
人
企
業
、
特
に
大
企
業
は
前
述
し
た

よ
う
に
そ
の
貯
蓄
で
海
外
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
決
し
て

余
剰
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
日
銀
に
よ

り
資
金
供
給
は
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
だ

が
、
過
度
な
金
融
緩
和
の
継
続
は
、
以
下
に
述
べ
る
金

融
・
経
済
危
機
を
誘
発
す
る
温
床
と
な
り
か
ね
な
い
。

⑶
　
一
二
年
前
後
の
間
隔
で
生
じ
る
金
融
・
経
済
危
機

　

九
〇
年
代
以
降
で
み
れ
ば
、
九
七
～
九
八
年
の
金
融
危

機
、
〇
八
～
〇
九
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
一
一
年

の
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ

ク
と
、
概
し
て
一
二
年
前
後
の
間
隔
で
生
じ
る
金
融
・
経

済
危
機
の
た
び
に
財
政
赤
字
、
国
債
残
高
が
一
段
階
ず
つ

悪
化
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
間
隔
で
危
機
が
生
じ
た
の
は
偶

然
も
大
き
く
作
用
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
危
機

の
前
に
は
持
続
的
な
金
融
緩
和
に
伴
う
資
産
価
格
の
バ
ブ

ル
的
上
昇
が
あ
り
（
九
七
～
九
八
年
の
金
融
危
機
の
根
源

は
八
〇
年
代
後
半
の
バ
ブ
ル
経
済
に
あ
る
）、
危
機
に
よ

る
資
産
価
格
の
暴
落
が
実
体
経
済
に
及
ぼ
す
悪
影
響
を
増

幅
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
恒
常
的
な
金
融
緩
和
が
危
機
の

発
生
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
危
機
に

は
構
造
的
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　

で
は
、
仮
に
危
機
の
原
因
に
恒
常
的
で
過
度
な
金
融
緩
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和
が
構
造
的
に
関
わ
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
ど
う
す
べ
き

な
の
か
。
危
機
を
惹
起
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
金
融
政
策

を
引
き
締
め
気
味
に
運
営
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
こ
れ
は
経
済
成
長
の
抑
制
要
因
と
な
る
だ
け
で
な

く
、
国
債
費
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
財
政
に
も
多
大

な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま
う
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
国
債
残
高
が
膨
大
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
金
融
緩
和
政
策
の
お
か
げ
で
国
債
の
表
面
金

利
が
低
く
抑
え
ら
れ
、
結
果
的
に
国
債
費
も
抑
制
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
で
も
、
一
八
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
一
般
歳
出

総
額
の
約
二
三
％
を
国
債
費
が
占
め
て
い
る
。
前
述
し
た

社
会
保
障
関
係
費
と
合
わ
せ
れ
ば
、
一
般
歳
出
の
約
五

六
％
が
両
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

危
機
回
避
の
た
め
に
金
融
緩
和
政
策
を
や
め
れ
ば
、
国
債

費
も
急
増
す
る
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
気
に
な
る
の
は
、
政
府
に
よ
る
危
機
対
応
策
の

変
化
で
あ
る
。
従
来
は
経
済
対
策
に
は
公
共
事
業
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
時
、
さ
ら
に
は
今

回
の
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ
ッ
ク
で
は
現
金
（
同
等
物
）
の
給
付

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
所
得
格
差
と
貧
困

対
策
の
重
視
、
公
共
投
資
よ
り
即
効
性
が
あ
り
そ
う
な
消

費
の
重
視
な
ど
の
要
因
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
経
常
的
な
支
出
を
重
視
し
た
経
済
対
策
に

は
次
の
よ
う
な
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

①�

財
源
を
国
債
発
行
と
す
る
場
合
、
対
応
す
る
国
債
は
赤

字
国
債
と
な
る
。

②�

現
金
（
同
等
物
）
の
給
付
を
受
け
た
者
が
、
そ
の
一
部

を
貯
蓄
に
回
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
経
済
の
下
支
え
効
果

が
小
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
が
そ
の
貯
蓄
を
使
っ
て

設
備
投
資
を
拡
大
す
れ
ば
経
済
効
果
は
大
き
い
が
、
前

述
し
た
よ
う
な
低
成
長
下
で
は
、
特
に
経
済
危
機
の
状

態
に
あ
る
と
き
に
、
積
極
的
な
設
備
投
資
は
期
待
で
き

な
い
。
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結
局
、
消
費
を
重
視
し
た
危
機
対
応
策
は
、
生
産
能
力

の
増
加
を
伴
っ
た
将
来
の
経
済
成
長
に
よ
る
税
収
増
で
は

な
く
、
意
図
的
な
増
税
に
よ
る
し
か
返
済
方
法
が
な
い
赤

字
国
債
を
増
や
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三�

、
国
債
発
行
お
よ
び
残
高
拡
大
の
弊

害

　

こ
こ
ま
で
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
以
降
の
財
政
を
回
顧
し
、

さ
ら
に
将
来
を
展
望
す
る
上
で
懸
念
さ
れ
る
主
た
る
問
題

点
を
見
て
き
た
。
で
は
ど
う
し
た
ら
財
政
を
健
全
化
し
、

国
債
の
発
行
を
抑
制
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。「
国
債
の
本

質
は
国
民
全
体
の
借
金
（
負
債
）
で
あ
る
」
と
い
っ
て
し

ま
え
ば
、
増
税
、
つ
ま
り
国
民
か
ら
お
金
を
集
め
る
し
か

な
い
。
つ
ま
り
、
国
民
の
借
金
（
負
債
）
は
国
民
が
返
済

す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
、
そ
れ
が
な
か

な
か
で
き
な
い
か
ら
現
状
を
招
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
増
税
に
よ
ら
ず
し
て
「
国
債
残

高
」
を
抑
制
す
る
工
夫
を
考
え
て
み
た
い
の
だ
が
、
そ
れ

を
説
明
す
る
前
提
と
し
て
、
多
額
の
国
債
発
行
と
残
高
の

拡
大
が
な
ぜ
い
け
な
い
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
当
然
の

理
由
と
し
て
①
将
来
の
増
税
、
②
財
政
の
持
続
可
能
性
に

対
す
る
不
信
に
伴
う
経
済
の
混
乱
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ

こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
後
者
で
あ
る
。

　

財
政
不
信
に
伴
う
経
済
の
混
乱
と
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
現
象
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
な
経
済
学

の
教
科
書
に
従
え
ば
二
つ
の
ル
ー
ト
が
考
え
ら
れ
る
。
第

一
に
、
財
政
支
出
拡
大
→
総
需
要
増
大
→
財
・
サ
ー
ビ
ス

の
需
給
逼
迫
→
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。

第
二
に
、
財
政
不
信
→
国
債
売
却
（
国
債
価
格
の
暴
落
）

→
金
利
の
急
騰
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
幸
い
に
も
、
九
〇
年

代
後
半
以
降
、
財
政
悪
化
が
問
題
視
さ
れ
な
が
ら
も
こ
れ

ら
の
ル
ー
ト
の
い
ず
れ
も
日
本
で
は
生
じ
な
か
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
将
来
的
に
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
を
通
じ
た
経
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済
混
乱
が
生
じ
な
い
保
証
は
ま
っ
た
く
な
い
。
し
か
し
、

現
時
点
で
最
も
懸
念
さ
れ
る
混
乱
の
ル
ー
ト
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
ろ
う
。
財
政
不
信
→
日
本
経
済
の
将
来
不
安

→
外
国
人
に
よ
る
円
通
貨
放
れ
→
円
の
暴
落
→
イ
ン
フ
レ

お
よ
び
国
債
価
格
暴
落
（
金
利
急
騰
）。
つ
ま
り
、
財
政

不
信
に
よ
り
惹
起
さ
れ
る
最
も
重
大
か
つ
現
実
的
な
問
題

は
円
と
い
う
通
貨
の
価
値
が
暴
落
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
と

筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
円
通
貨
の
価
値
は
何
に
裏
付
け
ら
れ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
銀
行
券
（
紙
幣
）
を
発
行
し
て
い

る
日
銀
の
見
解
と
し
て
は
「
銀
行
券
の
価
値
の
安
定
に
つ

い
て
は
、『
日
本
銀
行
の
保
有
資
産
か
ら
直
接
導
か
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
の
適
切

な
遂
行
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る
べ
き
』
と
い
う
考
え
方
が

と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。」
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
教
え
て
！
日
銀
」
で
説
明
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
現
実
に
日
銀
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
発

行
銀
行
券
と
日
銀
当
座
預
金
（
つ
ま
り
ベ
ー
ス
マ
ネ
ー
）

が
負
債
に
記
さ
れ
る
一
方
で
、
資
産
側
に
国
債
が
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
銀
行
券
の
価
値
は
国
債
に
も

裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
し

か
も
、
一
九
年
九
月
末
に
お
け
る
日
銀
の
貸
借
対
照
表
を

み
る
と
、
保
有
す
る
国
債
残
高
は
総
資
産
の
約
八
四
％
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
上
の
形
式
面
か
ら
見
れ
ば
、
銀
行
券
の
価
値
を
支

え
て
い
る
主
た
る
資
産
が
国
債
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
国
債
の
価
値
も
円
通
貨
の
価
値
も
同
じ
国

家
財
政
へ
の
信
頼
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
銀
が
長
期
国
債
を
市

中
か
ら
大
量
に
購
入
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
国
債
の

価
値
を
支
え
る
と
同
時
に
円
通
貨
の
価
値
も
支
え
て
き
た

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

上
記
の
推
論
か
ら
す
れ
ば
、「
そ
れ
で
は
政
府
紙
幣
を

発
行
す
れ
ば
よ
い
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
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が
、
そ
れ
は
そ
れ
で
危
険
な
考
え
方
で
あ
る
。
政
府
紙
幣

の
発
行
に
は
そ
も
そ
も
制
度
上
の
問
題
が
あ
る
し
（
大
久

保
（
二
〇
〇
四
））、
そ
う
し
た
具
体
的
な
問
題
以
外
に
も

通
貨
暴
落
を
誘
発
し
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
が
あ
る
。
そ

れ
は
政
府
紙
幣
が
債
務
と
認
識
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

仮
に
、
戦
前
ま
た
は
終
戦
直
後
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
イ

ン
フ
レ
防
止
の
た
め
に
政
府
紙
幣
の
発
行
上
限
を
何
ら
か

の
形
で
設
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
問
題
は
解
決

し
な
い
。

　

債
務
と
認
識
さ
れ
な
い
政
府
紙
幣
が
発
行
さ
れ
た
と

き
、
海
外
投
資
家
は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
す
だ
ろ
う

か
。
日
本
（
政
府
）
は
財
政
再
建
を
諦
め
た
と
考
え
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
政
府
債
務
の
実
態
が
曖
昧

に
な
れ
ば
、
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
問
題
の
と
き
の
よ
う
に
財

政
へ
の
不
信
が
募
り
、
外
国
で
は
円
へ
の
不
信
が
大
き
く

高
ま
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
円
通
貨
の
暴
落
で
あ
る
。

四�

、
国
債
残
高
を
抑
制
す
る
工
夫
～
ま

と
め
に
代
え
て

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
を
考

え
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
点
に
集
約
さ
れ
よ

う
。

①�

経
済
の
低
成
長
（
少
な
く
と
も
安
定
成
長
期
ま
で
の
よ

う
な
成
長
は
期
待
で
き
な
い
）
と
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
構
造
的
な
社
会
保
障
関
係
費
の
持
続
的
拡
大
。

②�

国
債
の
価
値
と
通
貨
の
価
値
は
と
も
に
政
府
（
国
家
）

に
対
す
る
信
用
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
、
特
に
経
済
の
低
成
長
が
続
く
な

ら
ば
増
税
に
対
す
る
国
民
の
抵
抗
が
大
き
い
と
い
う
点
も

加
味
し
て
、
本
稿
で
は
、
国
債
残
高
の
拡
大
を
抑
制
す
る

工
夫
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
国
債
に
関
連
づ
け
た
デ
ジ
タ
ル
通



87―　　―

政府債務抑制のポイント経済的発想

貨
（
以
下
、
Ｄ
通
貨
）
の
発
行
を
考
え
て
み
た
。
そ
の
概

要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�
政
府
は
、
社
会
保
障
関
係
費
の
年
金
給
付
費
（
一
八
年

度
決
算
で
約
一
一
・
七
兆
円
、
社
会
保
障
関
係
費
の
約

三
六
％
を
占
め
る
）
に
限
定
し
て
、
満
期
一
年
で
ゼ

ロ
・
ク
ー
ポ
ン
の
デ
ジ
タ
ル
国
債
（
以
下
、
年
金
国

債
）
を
発
行
す
る
。
次
の
②
で
述
べ
る
よ
う
に
こ
の
年

金
国
債
は
日
銀
だ
け
が
保
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
非
市
場
性
の
国
債
で
あ
る
。

②�

年
金
国
債
は
日
銀
が
直
接
引
き
受
け
、
そ
の
見
返
り
に

Ｄ
通
貨
を
発
行
す
る
。
こ
こ
で
、
年
金
国
債
と
Ｄ
通
貨

と
は
一
円
単
位
で
記
番
号
な
ど
に
よ
り
区
別
さ
れ
、
さ

ら
に
両
者
の
記
番
号
は
一
対
一
で
対
応
さ
せ
る
。
な

お
、
発
行
さ
れ
た
Ｄ
通
貨
は
日
銀
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の

負
債
側
に
あ
る
政
府
勘
定
に
記
さ
れ
、
日
銀
に
管
理
さ

れ
る
。

③�

年
金
国
債
の
満
期
（
一
年
）
が
来
た
ら
Ｄ
通
貨
と
と
も

に
消
滅
さ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
金
国
債
の
償
還
と

Ｄ
通
貨
の
消
滅
（
つ
ま
り
一
〇
〇
％
減
価
）
と
は
連
動

す
る
こ
と
に
な
る
。

　

提
案
し
た
Ｄ
通
貨
の
最
大
の
特
徴
は
、
前
記
③
に
よ

り
、
年
金
国
債
の
満
期
日
に
Ｄ
通
貨
を
保
有
し
て
い
る
個

人
お
よ
び
企
業
は
そ
の
消
滅
（
一
〇
〇
％
減
価
）
に
よ
り

損
失
を
被
る
こ
と
で
あ
る⑶

。
そ
の
た
め
、
個
人
と
企
業
は

年
金
国
債
の
償
還
日
ま
で
に
Ｄ
通
貨
で
納
税
す
る
こ
と
が

最
も
合
理
的
な
行
動
と
な
る
。
つ
ま
り
、
Ｄ
通
貨
と
は
、

年
金
国
債
を
裏
付
け
に
し
て
発
行
さ
れ
る
が
、
最
終
的
に

は
納
税
を
通
じ
て
政
府
に
還
流
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
通
貨
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
逆
に
国

債
発
行
側
か
ら
見
れ
ば
、
税
収
増
加
（
経
済
成
長
）
に
依

存
し
な
い
と
い
う
意
味
で
、「
循
環
型
国
債
シ
ス
テ
ム
」

と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
Ｄ
通
貨
発
行
に
は
次
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
考
え
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ら
れ
る
。

①�
政
府
に
よ
る
年
金
給
付
費
の
負
担
増
に
応
じ
て
毎
年
の

年
金
国
債
発
行
額
が
増
え
る
が
、
一
年
後
に
は
償
還
さ

れ
る
た
め
負
債
残
高
が
抑
制
さ
れ
る
。
一
方
で
、
年
金

国
債
は
あ
く
ま
で
国
債
と
し
て
発
行
さ
れ
る
た
め
、
発

行
額
と
残
高
に
対
す
る
透
明
性
は
確
保
さ
れ
る
。

②�

年
金
の
一
部
と
し
て
政
府
か
ら
支
給
さ
れ
る
銀
行
券
が

Ｄ
通
貨
に
代
替
さ
れ
る
だ
け
な
の
で
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ

イ
へ
の
影
響
は
小
さ
い
。
た
だ
し
、
年
金
支
給
の
た
め

に
政
府
が
国
債
を
市
中
に
発
行
し
、
そ
の
発
行
額
と
同

等
の
国
債
を
日
銀
が
オ
ペ
で
買
入
れ
を
し
な
い
場
合
に

比
べ
れ
ば
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
は
増
加
す
る
で
あ
ろ

う
。

③�

Ｄ
通
貨
は
日
銀
が
管
理
す
る
う
え
、
そ
の
発
行
額
も
銀

行
券
と
貨
幣
（
硬
貨
）
を
合
わ
せ
た
通
貨
全
体
の
一
部

で
し
か
な
い
た
め
、
日
銀
は
従
来
と
同
様
に
銀
行
券
を

対
象
と
し
た
金
融
政
策
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
施
で
き

る
。

④�

Ｄ
通
貨
は
一
年
後
に
一
〇
〇
％
減
価
す
る
た
め
、
基
本

的
に
価
値
の
保
蔵
機
能
を
有
し
な
い
通
貨
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
個
人
は
銀
行
券
で
の
支
払
い

よ
り
Ｄ
通
貨
で
の
支
払
い
を
優
先
す
る
た
め
、
消
費
を

促
進
す
る
。

　

一
方
で
、
Ｄ
通
貨
の
発
行
に
は
様
々
な
問
題
点
も
あ

る
。
そ
も
そ
も
、
日
本
に
は
日
銀
に
よ
る
「
デ
ジ
タ
ル
通

貨
」
の
発
行
制
度
が
な
い
。
仮
に
、
将
来
的
に
「
デ
ジ
タ

ル
通
貨
」
の
発
行
制
度
が
整
備
さ
れ
た
と
し
て
も
、
こ
こ

で
提
案
し
た
年
金
国
債
と
Ｄ
通
貨
の
ス
キ
ー
ム
を
検
討
す

る
過
程
で
法
制
上
や
実
務
上
の
問
題
も
出
て
く
る
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
具
体
的
な
細
か
い
問
題
は
一
旦

お
く
と
し
て
、
今
考
え
ら
れ
る
最
大
の
問
題
は
、「
一
〇

〇
％
減
価
」
と
い
う
特
質
を
持
つ
Ｄ
通
貨
を
国
民
が
受
け

入
れ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
簡
単
な
こ
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と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
や
や
乱

暴
な
表
現
だ
が
、
こ
こ
で
提
案
し
た
Ｄ
通
貨
と
は
一
年
の

有
効
期
限
が
付
さ
れ
た
全
国
共
通
の
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
Ｄ
通
貨
＝
有
効
期
限
一
年
の
ポ
イ
ン
ト
と

国
民
に
解
釈
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

余
地
は
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
提
案
が
か
な
り
粗
雑
な
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
こ
と
は

十
分
に
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
本
稿
で
示

し
た
将
来
の
懸
念
事
項
が
そ
の
ま
ま
実
現
す
れ
ば
、
日
本

（
政
府
）
と
財
政
の
信
頼
が
い
つ
ま
で
も
続
く
と
も
思
え

な
い
。
そ
の
帰
結
は
、
通
貨
の
暴
落
と
日
本
経
済
の
大
混

乱
で
あ
る
。
余
裕
を
構
え
て
い
ら
れ
る
時
間
は
そ
う
長
く

は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
注
）　

⑴　

な
お
、
今
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め
、
日
銀
は
二
〇
年
四
月
の

金
融
政
策
決
定
会
合
の
公
表
文
で
、
長
期
国
債
の
買
入
れ
に
つ
き
従

来
か
ら
あ
っ
た
「
保
有
残
高
の
増
加
額
年
間
約
八
〇
兆
円
を
め
ど
と

し
つ
つ
」
と
い
う
表
現
を
削
除
し
、
さ
ら
に
五
月
以
降
の
公
表
文
で

は
「
上
限
を
設
け
ず
必
要
な
金
額
の
長
期
国
債
の
買
入
れ
を
行
う
」

と
し
て
、
八
〇
兆
円
の
上
限
を
撤
廃
し
た
。

⑵　

技
術
が
進
歩
し
、
社
会
や
個
人
生
活
は
九
〇
年
代
以
降
の
三
〇
年

間
で
大
き
く
変
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
生
活
が
豊
か
に
な
っ
た

実
感
は
乏
し
い
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
社
会
と
個
人
生
活
が
大
き
く
変

化
し
な
が
ら
も
生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く
様
を
実
感
で
き
た
高
度

成
長
期
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
三
〇
年
間
に

個
人
は
自
助
努
力
を
あ
き
ら
め
、
貨
幣
お
よ
び
政
府
へ
の
依
存
を
強

め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑶　

Ｄ
通
貨
で
年
金
を
受
け
取
っ
た
受
給
者
は
、
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
消

費
に
お
い
て
Ｄ
通
貨
で
支
払
え
ば
よ
い
の
で
、
む
し
ろ
、
Ｄ
通
貨
で

支
払
い
を
受
け
た
企
業
側
に
お
い
て
そ
の
問
題
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
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